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各種貸出等について 今月のスタッフひとこと

はやま住民福祉センターだより

～地域支え合い学習会～

ひきこもり当事者の思いや願いに寄り添い、私たちにできることとは？

社会福祉法人 葉山町社会福祉協議会

今月のテーマ コロナウイルス禍の中での新しい地域のつながり

4月号

2021

ひきこもり当事者の理解、支援の実践事例などを学ぶとともに、私たちに何ができるのか、何が期待されているの
かなどについてともに考えます。

日 程 1日目： 5月 17日（月）13：30～16：00 2日目： 5月 31日（月）13：30～16：00
場 所 逗子市役所 5階 会議室

※できる限り公共交通機関をご利用下さい。
対 象 逗子市及び葉山町に在住する地域福祉活動に関心のある人や専門職等
定 員 40名（先着順）※オンライン参加も可
参 加 費 無料
申し込み 5月7日（金）迄に氏名・住所・電話番号を明記の上、電話・ＦＡＸ・メールにて 葉山町社会福祉協議会まで

お申込み下さい。 （電話：046-875-9889、FAX：046-876-1873、メール：hvc@hayamashakyo.com）

セミナーのお知らせ

発行：社会福祉法人 葉山町社会福祉協議会 住所：葉山町堀内２２２０ 電話：046-875-9889 Mail：shakyo@hayamashakyo.com

緊急事態宣言が解除されましたので、ボランティア室や各
種機材等の貸出しを再開しました。
引き続き当面の間は、FAXでも申請受付をさせていただき
ますが、同時に窓口に申請者が来られた場合には、窓口で
の受付を優先とさせていただきますので、ご了承ください。
また、福祉文化会館がワクチン接種会場となるため、ご予
約していた部屋等が緊急で使えなくなる場合もありますので、
ご了承ください。
また、部屋を使用する際は、「感染予防対策チェックシート」
および「健康チェック票」の記入と提出をお願いします。

新型コロナウイルスが蔓延し、一年以上が経過しました。検温、マスク、手洗いが当たり前の世の中になりました
が、またいつの日か元通りの生活になることを切に願います。
そのようなコロナ禍生活の中で、社会福祉協議会では、新たな取り組みを始めています。

１．オンラインによる地域のつながりの支援

２．新しい拠点を整備します

4月より葉山町社会福祉協議会に入局しました森島で
す。今春大学を卒業した社会人1年生です。趣味はサイク
リングで関東圏内は、すべて自転車で行ったことがありま
す。共同募金や福祉教育の担当を主にさせて頂きます。
福祉教育は各種ボランティア養成講座や夏休み福祉体

験学習などを行っています。新しいことに挑戦したい、ボラ
ンティアの経験がない生徒・学生など大歓迎ですので興
味のある方は参加してもらえると嬉しいです。
まだまだ勉強することがたくさんありますが、精一杯頑

張ります。社協にお越しの際は是非声をかけて下さい。

オンライン（テレビ電話等）よる地域の繋がりを支援しています。一部の
地域や団体は自宅からパソコンやスマートフォンを使用してリモート会
議を実施しています。どうやってやるの？やってみたいけれど、やり方
が分からない。といったご相談もお受けいたしますので、ぜひ職員にお
声掛けください。

逗子駅行きの風早橋バス停前にある物件にて、地域の福祉活動の情
報掲示やワーキングスペースとして活用できる新しい拠点を整備しま
す。皆さまのアイデアによって有効活用をしていきたいと思いますので、
ご注目ください。また通りかかったら、ぜひ覗いてみてください。


